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新執行部の体制

執 行 部 の 体 制令 和 3・4 年 度

会
　
　
長

副
　
会
　
長

田村　純郎

鈴木　康之

斉藤　一雄

委員長　栗原 隆二

委員長　橋本　修一

委員長　大石 隆太郎

部会長　清水　和広

部会長　山村　富子

部会長　中平　拓司

飯野　正則
神田　一樹

小尾事務局長
以下 4 名

近藤　　宏
有馬　純雄
田邉　義也

委員長　榎本　公裕
田中　昌史
関根　正直
大貫　新一
酒井　克昌
阿部　容子
矢口　哲也
瀧澤　敏雄
山田　直久
山本　宏子

総務委員会

ブロック

公益事業推進委員会

税制・税務委員会

広報委員会

厚生事業推進委員会

源泉部会

女性部会

青年部会

会　　計

監　　事

2

5 森　　 千 秋

6 川 越　 裕 章

7 林　　 秀 博

8 沖 田　 洋 子

6

20 阿 部　 容 子

21 瀧 澤　 敏 雄

22 小 暮　 武 久

23 榎 本　 喜 政

4
13 石 和　 信 人

14 斎 藤　 幸 子

15 髙 木　 一 春

ブロック 地区 地区長

1

1 大 貫　 新 一

2 森 本　 賢 太

3 髙 橋　 和 彦

4 西 尾　 一 政

3

9 水 戸　 数 美

10 酒 井　 克 昌

11 濱 川　　 俊

12 鈴 木　 啓 之

5

16 山 田　 直 久

17 舘　　 正 子

18 清 水　 陽 一

19 古 澤　 総 一

担当副会長：田中　昌史

委員長　髙木　弘明共益事業推進委員会

担当副会長：関根　正直

王子地区（ 1・2 ブロック）
担当副会長：大貫　新一

赤羽地区（ 3・4 ブロック）
担当副会長：酒井　克昌

滝野川地区（ 5・6 ブロック）
担当副会長：阿部　容子

委員長　古池　隆行

担当副会長：矢口　哲也

担当副会長：山本　宏子

担当副会長：関根　正直

担当副会長：矢口　哲也

担当副会長：山田　直久

担当副会長：瀧澤　敏雄

専
務
理
事

事務局

会長付特任理事 斎藤　幸子
清水　陽一
木佐貫　正

統括：経営・財務・ 
　　　内部管理

委員会・部会担当
副会長
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新役員の顔ぶれ 

専
務 
理 
事

常 
任 
理 
事

共益事業推進担当
女性部会担当

関根 正直

総務担当

田中 昌史
田村 純郎

会
　
　
長

副
　
会
　
長

青年部会部会長

中平 拓司
厚生事業推進委員長

大石 隆太郎
女性部会部会長

山村 富子
源泉部会部会長

清水 和広
税制・税務委員長

榎本 公裕
広報委員長

橋本 修一

統括：経営・財務・内部管理

鈴木 康之

公益事業推進委員長

古池 隆行
斉藤 一雄

共益事業推進委員長
第15地区長

髙木 弘明

総務委員長

栗原 隆二
厚生事業推進担当

山本 宏子

広報担当
第16地区長

山田 直久

滝野川地区ブロック担当
第20地区長

阿部 容子

税制・税務担当
第21地区長

瀧澤 敏雄

青年部会担当
公益事業推進担当

矢口 哲也

王子地区ブロック担当
第1地区長

大貫 新一

赤羽地区ブロック担当
第10地区長

酒井 克昌



 

 

 

6 オフィスから、らくらく送信 e-Tax 

 新役員の顔ぶれ

第12地区長

鈴木 啓之
第18地区長

清水 陽一
第17地区長

舘 正子
第15地区長

髙木 一春
第14地区長

斎藤 幸子
第13地区長

石和 信人

第4地区長

西尾 一政

鈴木 心一 小林 力 梁島 美佐子

髙田 太朗 岡 和子 野口 京子細谷 寿昭 森谷 武彦 前田 英彦

会計

神田 一樹
会計

飯野 正則

第11地区長

濵川 俊
第7地区長

林 秀博
第9地区長

水戸 数美
第8地区長

沖田 洋子
第5地区長

森 千秋
第6地区長

川越 裕章

第19地区長

古澤 総一
第22地区長

小暮 武久
第23地区長

榎本 喜政

理
　
　
事

第3地区長

髙橋 和彦
第2地区長

森本 賢太



 

 7

新役員の顔ぶれ 

飯島 栄樹羽田野 摂 坂爪 啓一

長谷川 三夫民田 秀夫美藤井 昇髙橋 寿光 小島 秀幸

木佐貫 正鯨井 悟

川崎 貴子

内山 高男

飯村 英子 北島 秀浩 澤田 雅夫

片平 浩二 山田 由起子長澤 誠浩

監
　
　
事

川窪 利治須崎 悦子 小板橋 力 石川 知子 田中 秀幸志村 徳彦

佐藤 文将田中 崇彦 近藤 宏 田邉 義也有馬 純雄
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法人会は、国の根幹とも言える｢税｣の分野を中心として様々な活動を展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与することを目
的にしております。

王子法人会においても、その目的達成のため、毎年、税制・税務委員会主催で「実務講座」を開催しております。
本年度もコロナ禍の中での開催となりましたが、各編とも概要の説明後、例題に従って申告書を作成する研修を行いました。
講師の皆様ありがとうございました。
受講者の皆様お疲れ様でした。ぜひ、実務で活かしていただければと思います。
○ 6月22日　法人税編　受講19名
　　講師；王子税務署　法人課税第一部門　千葉公大 上席審理官
○ 6月23日　消費税編　受講18名
　　講師；王子税務署　法人課税第一部門　川村謙太 審理官
○ 6月25日　源泉税・地方税編　受講12名
　　講師；王子税務署　法人課税第二部門　今福三和子 上席審理官
　　講師；荒川都税事務所　事業税課法人事業税班　鈴木栞 様　吉田仁美 様
　　講師；北区役所区民部税務課課税第四係　沖津啓太 主任
参加者から「内容が高度」というご意見もいただきましたので、次年度以降の検討課題とさせていただきます。

実務講座開催

実務講座
令和3年6月22日（火）・23日（水）・25日（金）　於：北とぴあ 701・902会議室

税制・税務委員会委員長 榎本 公裕

税制・税務委員会

第8地区「令和3年度総会」

令和3年度総会を十条台ふれあい館第2ホールに於いて開催しました。
コロナ禍にも関わらず8名参加いただき、議事および役員改選が承認され
ました。
なお、例年同時開催している「税務研修会」および「懇親会」は中止とな

りました。

令和3年5月20日（木）　
於：十条台ふれあい館第2ホール

各日の受講の様子

今後もコロナ禍の中、税制・
税務委員会として、何か新しい
形で「経営に差がつく ！ 」 「税の
知識が身につく ！ 」「人脈がひろ
がる ！ 」活動を模索していきます
ので、皆様のご参加をお待ちし
ております。
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  王子税務署異動特集 

署 長 着 任 挨 拶

王子税務署
法人部門関係

新幹部の
顔ぶれ

法人5統括官

法人１統括官

法人連絡調整官

法人２統括官

法人上席審理官 法人審理官

法人3統括官

源泉上席審理官

法人4統括官

留 任

留 任

留 任

杉並・法人1・上席

調二・調15・調査官 世田谷・法人1・調査官

留 任

芝・法人3・上席

留 任

服部 喜美子

佐藤　豊

石井 広和

原田 千登勢

岡田 真希子

副署長（総徴個産担）

留 任
振角 忠良

副署長（管法担）

東審・審判四部・副審判官
佐藤 浩子

特官（法人）

神田・法人・特官
河西　誠

総務課長

新宿・法人1・統括官
向後 孝廣

渡会 直人

鵜沢　等

酒井 真由子

瀬谷 博美

初秋の候、公益社団法人王子法人会の皆様には、益々
ご清栄のこととお慶び申し上げます。
７月の人事異動により、東京国税局査察部査察開発課

長から王子税務署長への異動を拝命いたしました髙橋で
ございます。前任の川上署長同様のご厚誼を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。
田村会長をはじめ公益社団法人王子法人会の役員並び

に会員の皆様方には、平素より税務行政の円滑な運営に
つきまして、深いご理解と多大なるご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
貴会におかれましては、「税を考える週間」での特別講

演会、「きたっくすウォーク」「きたっくす税金川柳」、「税
に関する絵はがきコンクール」など、平素から納税意識
の向上、会員企業の自己研鑽及び地域社会への貢献等、
信頼される法人会の確立を目指した多彩な事業を展開さ
れていると伺っております。本年は、昨年に引き続き新
型コロナウイルス感染症拡大等により、厳しい社会状況
の中での活動となりますが、益々のご活躍を切に願って
おります。
さて、新型コロナウイルス感染症拡大等により社会経

済が深刻な影響を受けている中、国税当局としましては、
税制面におきまして、申告や納付が困難な方々への申告・

納付期限の柔軟な取扱い、更には納税の猶予制度の案内
など、納税者個々の実情に即した親切丁寧な対応に努め
ているところです。また、これまでも利用を推進しており
ます電子申告・電子納税、いわゆるｅ－Ｔａｘにつきまし
ても、感染防止対策の一つになると考えておりますので、
申告・納税手続はもちろん、他の税務手続にも是非ご利
用いただきたいと思います。
また、本年 10月 1日より、適格請求書保存制度、い

わゆるインボイス制度の適格請求書発行事業者の登録申
請が開始されます。対応が必要となる事業者の皆様の理
解を深めていただく上でも、説明会の開催なども計画し
てまいりますので、改めて広報、周知等につきましてご
協力賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
このような施策・制度が定着するためには、税務行政

の良き理解者であり、かつ地域に根ざした社会貢献活動
を推進している貴法人会のお力添えを賜ることが極めて
大きいと認識しております。
結びに当たり、公益社団法人王子法人会の益々のご発

展と会員の皆様方のご健勝並びにご事業の更なるご繁栄
を祈念いたしまして、私の着任の挨拶とさせていただき
ます。

王
子
税
務
署
長

髙
橋
　
克
一
郎
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王子税務署異動特集 

職 名 氏 名 前 任 地 氏 名 転 出 先

署 長 髙 橋　克一郎 査察 • 査察開発 • 開発課長 川 上　    昌 勇退

副 署 長 （ 管 法 ） 佐 藤　 浩 子 東審 • 審判四部 • 副審判官 前之園  浩 行 熊本局 • 課税部 • 酒類業調整官

副署長 （総徴個産） 振 角　 忠 良 留任

法 人 特 官 河 西　    誠 神田 • 法人 • 特官 大 野　 富 久 西新井 •  徴収・法人 • 副署長

総 務 課 長 向 後　 孝 廣 新宿 • 法人1 • 統括官 森 下　 善 貢 北沢 •  総務 •  課長

管 理 運 営 １ 統 括 岸　　 裕美子 徴収部 • 管運課 • 実指官 今 川　 康 暢 成田 • 管運1 • 統括官

管 理 運 営 ２ 統 括 久 間　 栄 治 八王子 • 管運2 • 統括官 佐 藤　 文 夫 柏 • 個人4 • 統括官

管 理 運 営 ３ 統 括 久々宇　    正 渋谷 • 管運7 • 統括官 原 野　 直 美 本郷 • 管運 • 統括官

管 理 運 営 連
絡 調 整 官 廃止 山 田　 博 明 品川 • 管運 • 連調官

徴 収 １ 統 括 飯 沼　 敦 子 留任

徴 収 ２ 統 括 平 林　 健 人 留任

個 人 １ 統 括 岡 田　 宏 樹 留任

個 人 ２ 統 括 結 城　 泰 治 留任

個 人 ３ 統 括 山 本　　 隆 京橋 • 個人3 • 統括官 三 又　 康 代 豊島 • 個人3 • 統括官

個 人 ４ 統 括 松 浦　 浩 一 留任

資 産 １ 統 括 松 本　 信 明 留任

資 産 ２ 統 括 徳 田　久美子 柏 • 資産3 • 統括官 深 川　 賢 一 荏原 • 資産 • 統括官

法 人 １ 統 括 佐 藤　　 豊 留任

法 人 ２ 統 括 原 田　千登勢 杉並 • 法人1 • 上席 谷 本　 雄 一 庁 • 法人課税課 • 企画専門官

法 人 ３ 統 括 鵜 沢　　 等 留任

法 人 ４ 統 括 瀬 谷　 博 美 留任

法 人 ５ 統 括 服 部　喜美子 留任

法人 （連絡調整官） 石 井　 広 和 留任

総 務 課 長 補 佐 中 森　 佳 子 徴収部 • 統括官付 • 徴収官 髙 橋　 美 和 神田 • 管運 • 連調官

法 人 上 席 審 理 官 岡 田　真希子 調二 • 調15 • 調査官 千 葉　 公 広 目黒 • 法人1 • 上席

法 人 審 理 官 渡 会　 直 人 世田谷 • 法人1 • 調査官 川 村　 謙 太 王子 • 法人3 • 調査官

源 泉 上 席 審 理 官 酒 井　真由子 芝 • 法人3 • 上席 今 福　三和子 本郷 • 法人2 • 上席

王子税務署 幹部及び担当職員名簿 （令和3年度）



 王子税務署からのお知らせ
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 北都税事務所／ハローワークからのお知らせ 

13
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東法連特定退職金共済制度
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王子法人会ホームページアドレス https://www.oji-hojinkai.or.jp/

10月9月

6（水） 理事会

6（水） 会員増強推進協議会

12（火）
女性部会
第12回税に関する絵はがきコンクール
最終審査会

21（木） 決算法人説明会

22（金） 決算法人説明会

14（火） 青年部会第3回常任幹事会

15（水） 決算法人説明会

16（木） 決算法人説明会

17（金） 新設法人説明会

24（金） 女性部会常任幹事会及び役員事前審査会

第12回 税に関する絵はがきコンクール
作品募集中！

応募締切 ： 9月10日（金）必着

山 田  直 久広報担当副会長

テーマは自由です。
採用された方には

もれなくクオカードを贈呈。

Androidの場合はAndroidマーケットから
PDF読取り用アプリをダウンロードして下さい。

（Adobe Reader 等）

読 者 投 稿 大 歓 迎

右記のQRコード
よりアクセスして
キツネ通信をお読
みいただけます。

スマホでキツネ通信

https://www.oji-hojinkai.or.jp/
kitakitsune/

　本号も最後までお付き合いいただきました会員読者の皆様、誠に有難うございま
す。
　コロナ禍での史上初の無観客開催となった東京オリンピック2020ですが、柔道や
野球にとどまらず、スポーツクライミングやスケートボードに臨んだ新たな世代の
活躍で、多くの日本人の記憶に残るものになったと思います。
　長引くコロナ禍のもと、当会でも本部事業、地区事業の多くが中止を余儀なくさ
れてきましたが、運営にかかわる皆様のおかげで従前の形とは異なる新たな手法を
活用して、会議や研修会などの事業が再開され始めました。
　Zoomを用いたオンライン会議や、ウェビナー（オンライン講習会）では、いままで
は当日の都合で欠席せざるを得なかった方々も、この新しいツールを用いることで

参加が可能になります。目新しい事には困難がつきもの
ですが、若い世代の参加が増えるなど今までになかった
動きも見られます。
　このような新しい動きに、広報としても動画配信など
ホームページを活用して、会員を含めた多くの方々の記
憶に残るよう積極的にお伝えしていく所存です。








